
 

同一犯人同一犯罪 市の訴えは受理 市民の訴えなぜ受理されない 

6月14日、第10回ニッコリ会・下関総会を市民活動センター中会議室で行いました。参加者は7名で事前

連絡欠席は7名でした。会の進め方については不十分な点も指摘されましたが、総会レジュメに沿って総会

案が承認され、以下の方針で同じ世話人により進めて行くこととしますのでよろしくお願い致します。 

代表 鍬野保雄、世話人：福田富美子、中井淳、金山三郎 

１．黒井不法投棄原状回復 

 同一犯による市有地への不法投棄で

は刑事告訴を警察が受理し事情聴取、

現況確認をしておりながら、金山さん

の被害届がまだ受理されていないので

ある。これは憲法14条（法の下の平

等）に明確に違反している。被害届を

警察に届けた時に受理するまでの粘り

強い抗議が必要であると総括した。右

の表参照。 

２．朝鮮学校補助金復活、高校無償

化を求める 

 「北朝鮮の学校」ではなく在日コリ

アンの学校として韓国の市民からも支

援が送られて来ている。日本政府が朝

鮮学校に通う子どもらをイジメて、国

連理事会勧告を初め諸条約委員会から

の勧告、要求が出ているにもかかわら

ず、「法的拘束力はない」として条約

遵守しない。これは憲法98条2項に反

し、民主主義を確保するための「法の

下の平等」に反している。 

 憲法にも国際人権法にも違反した日

本政府の行動であることを確認し合え

た。また朝鮮学校の差別に反対する

『世界市民100万署名』が開始され

た。（5月中旬から） 

 毎月の県庁抗議行動と下関駅前街宣

を継続すること。 
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平成22(2010） 

6月  

※ 

下関市は上田に産業廃棄物撤去を求めて山口地

裁下関支部へ提訴、9月勝訴、判決直前に市は上

田夫婦を被告から取り下げ。6,570万円の撤去費

用他は回収出来ず、その後平成26年3月に当該

の市内長府扇町の市有地4,322㎡を格安売却し、

4,000万円以上の大損害を受けて市民の共有財産

を失った。 

平成22(2010） 

12月 

金山は上田他業者らを不法投棄他で下関警察署

に刑事告訴したが、署は上田の私文書偽造だけ

の受理で検察では「微罪のため」不起訴となる。 

平成23(2011) 

6月 

市は上田を刑事告訴し、長府警察署は上田並び

に関係者への事情聴取と実況見分（平成24年1

月20日）をした。平成24年5月、市建設委員会

で上田が「廃棄物の撤去は全て行った。」「市の

土壌検査結果も問題なく、廃棄物も埋設物も確

認できなかった等」として刑事告訴を取り下げ

た。 

平成24(2012） 

3月 

金山は上田及び工事の元請S、下請I他各社に原

状回復等を地裁下関支部に提訴。最終的に平成3

0年1月最高裁で上田の全責任が確定。 

令和7(2025） 

5月12日 

金山は下関市に犯罪被害者として市民相談所で

当番弁護士（毎週月・木曜日）に相談となる。

以後、当番弁護士で2回相談できたが受任無理。 

令和7(2025） 

5月22日 

金山は上田による不法投棄、不動産侵奪の被害

者として被害届を下関警察署生活相談課へ提

出。署はコピーを取り「なるべく早く回答す」。 

令和7(2025) 

6月17日 

金山、警察に受理問合せ。警察「犯罪レベルが

高く、情報を求めているが回答まだ」と。 

※平成21（2009）4月16日から黒井不法投棄事件となる。 

 



３．平和・反差別のために仲間との連帯を 

 長生炭鉱の水非常を歴史に刻む会の坑口を開けての遺骨の潜水調査が全国的な注目を集めている。あら

ためて国策の戦争政策に協力させられた人々、とりわけ朝鮮人の犠牲者に対して、市民が浄財を出し合い

進めている行動に対して、戦争責任のある国は何の便宜も与えず非協力のままである。 

 伊佐治佳孝さんはじめ、ダイバーたちの全面的協力と地元の刻む会の全力を挙げた取り組みがマスコミ

報道で広く知られるようになっても動かぬ政府のため、「刻む会」も予算的にきびしくなっており、でき

るだけ協力しよう。 

 このような日本人民の必死の努力

をあざ笑うかのような国政を変える

ためには私たち主権者国民が声を上

げ、力を合わせることが必要不可欠

である。来る7月参院選挙は比例区は

大椿ゆう子（社民）、山口選挙区は

戸倉たか子（無所属）を推薦しま

す。 

大椿ゆう子さんの国会内外での活躍

ぶりはネット（youtube）でも知るこ

とが出来る。 

https://ohtsubaki.jp/category/blog/

 また「刻む会」と共に国会内外で長生炭鉱水没事故調査への政府の責任を精力的に取り上げ追及して来

た。戸倉たか子さんは立憲が県連合の「原発反対派不支持」により立憲の推薦がない中で無所属で平岡秀

夫議員（山口県唯一の衆院議員）の推薦で立候補。朝鮮学校補助金復活の行動でも我らの同志、上関原

発、中間貯蔵施設反対派であり、黒井不法投棄現場ではお連れ合いの会社に測量をしていただきました。

私も毎朝チラシ配りを続けています。まだまだ選挙はこれからです。ぜひ参議院にお二人を送ろう！！ 

金山さんの被害訴えは受理しない？ 

黒井産業廃棄物不法投棄 

浅野健一氏も取材・参加 

8月7日（木）午後6時~8時 

下関市民活動センター中会議室 

（駅前ヴェルタワー） 

主催：ニッコリ会・下関 

参加費無料（会場カンパあり） 

※プロフィール：ジャーナリスト。人権と報道・連絡会代表世話

人、元同志社大学大学院社会学研究科メディア学専攻博士課程

教授、元共同通信記者（千葉県在住）著書多数。 

 

 

（仮）関東大震災朝鮮人虐殺を

共に考える 

 

なぜ日本政府はそれを認めない？

それらの証言は多々あり、それをなぜ

したのかを歴史研究者の発表に基づ

き学び合いましょう。 

8月30日（土）午後2時~4時半 

山口朝鮮初中級学校図書室 

呼びかけ：ニッコリ会・下関 

 

浅野健一氏 

https://ohtsubaki.jp/category/blog/
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